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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

雪
ま
つ
り
で

拡
大
か

北
海
道
に
お
い
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
患
者

が
発
生
し
た
の
は
、
１
月
28
日

に
中
国
武
漢
市
か
ら
来
た
女
性

で
す
。
そ
の
時
す
で
に
中
国
で

は
世
界
初
の
死
亡
者
も
出
る
な

ど
、
そ
の
猛
威
は
世
界
中
に
広

が
る
兆
候
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
札
幌
市
で
は
恒
例
の

札
幌
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
よ
り
も
減
少
し
た
も
の
の

２
０
２
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

道
発
表
で

混
乱

北
海
道
内
で
最
初
の
感
染
者

が
確
認
さ
れ
た
の
は
２
月
14
日
。

次
の
確
認
は
２
月
18
日
で
あ
り
、

こ
の
時
鈴
木
知
事
は
道
内
出
張

中
で
あ
り
、
先
に
発
表
し
た
の

は
札
幌
市
で
し
た
。
そ
し
て
北

海
道
の
発
表
内
容
が
、
そ
の
感

染
者
の
居
住
地
や
感
染
経
路
な

ど
を
一
切
公
表
し
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
道
民
の
不
安
は
さ
ら

に
増
幅
さ
れ
た
の
で
す
。

以
降
、
ほ
ぼ
毎
日
複
数
以
上

で
発
生
し
、
３
月
31
日
現
在
１

７
７
名
が
感
染
し
、
７
名
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

突
然
の

休
校
要
請

鈴
木
知
事
は
、
２
月
26
日
に

突
然
北
海
道
道
内
す
べ
て
の
小

中
学
校
に
一
斉
休
校
を
要
請
。

さ
ら
に
、
28
日
に
は
緊
急
事
態

宣
言
を
発
し
、
不
要
不
急
な
外

出
を
控
え
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
緊
急
事
態
宣
言

は
、
法
的
根
拠
や
科
学
的
知
見

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
発
表
に
よ
る
影
響
を
想
定
し
、

そ
の
影
響
を
低
減
す
る
対
策
も

同
時
に
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

厳
し
い

北
海
道
経
済

道
は
、
こ
の
状
況
が
６
月
ま

で
続
け
ば
、
宿
泊
者
で
約
９
０

０
万
人
泊
分
が
減
少
し
約
３
０

０
０
億
円
が
影
響
す
る
と
試
算
。

さ
ら
に
日
帰
り
旅
行
で
６
８
０

億
円
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
合

計
は
３
６
８
０
億
円
と
発
表
。

こ
の
影
響
額
は
、
２
年
前
の
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
被

害
額
の
10
倍
に
あ
た
る
の
で
す
。

し
か
し
今
回
の
試
算
に
は
、

道
民
の
日
常
社
会
生
活
に
よ
る

自
粛
に
よ
る
影
響
は
加
味
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
人
事
異

動
が
多
く
な
る
時
期
で
、
そ
の

こ
と
に
よ
る
歓
送
迎
会
な
ど
の

影
響
を
受
け
る
飲
食
店
関
係
の

分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

新型コロナウイルス猛威
影響は全世界でリーマンショック以上！
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北海道における新型コロナウイルス感染者数

2/26、鈴木知事

小中校へ休校要請

翌日 27 日から実施

2/27、安倍総理

小中高の一斉休校要請

3/2 から春休みまで

2/29

安倍総理、記者会見

2/28～3/19

鈴木知事、緊急事態宣言

道内観光への影響（北海道試算）
2020.3.16北海道経済部発表

●影響の試算（影響が６月まで続いた場合）
宿泊延べ数の減少 ＜北海道全体＞ 約９００万人泊

＜うち札幌市＞ 約３５０万人泊
影響額      ＜北海道全体＞ 約３０００億円

＜うち札幌市＞ 約１２００億円
日帰り旅行の影響【人数：８５０万人、６８０億円】
観光バスの影響 【延べ約１１万台分の利用減少】

札幌雪まつり

1/31～2/11
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

コ
ロ
ナ
で
議
論
不
十
分

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
27

日
（
木
）
に
開
会
、
令
和
２
年
度

予
算
や
受
動
喫
煙
防
止
条
例
、

ウ
ポ
ポ
イ
開
設
を
契
機
と
す
る

共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る
決

議
な
ど
を
可
決
し
、
３
月
25
日

（
水
）
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
の
最
大
の
課
題
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
防
止
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
キ
タ
デ
ミ
ー
賞
問
題
や

用
地
取
得
業
務
に
お
け
る
公
金

不
適
切
事
務
処
理
、
行
財
政
運

営
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
へ
の

対
応
、
幌
延
深
地
層
研
究
計
画

延
長
問
題
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
路
線

維
持
問
題
な
ど
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
山
積
す
る
議
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
議
会
日
程

も
大
き
く
変
更
し
、
一
般
質
問

を
取
り
や
め
、
予
算
特
別
委
員

会
も
縮
小
し
て
の
議
論
と
な
り
、

充
分
な
議
論
が
で
き
ず
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

忖
度
？
キ
タ
デ
ミ
ー
賞

高
橋
は
る
み
前
知
事
の
指
示

で
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道
命
名

１
５
０
年
記
念
事
業
「
キ
タ
デ

ミ
ー
賞
」
は
、
当
初
、
制
作
運
営

会
社
へ
の
委
託
経
費
を
９
０
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

制
作
運
営
会
社
か
ら
は
４
８
７

０
万
円
の
概
算
見
積
も
り
の
提

示
が
あ
っ
た
も
の
の
、
具
体
的

運
営
費
用
の
合
意
や
契
約
が
な

い
ま
ま
開
催
を
強
行
。
イ
ベ
ン

ト
実
施
後
に
は
、
当
初
の
見
積

も
り
よ
り
も
増
額
さ
れ
た
６
４

５
８
万
円
の
提
示
が
あ
り
、
結

果
と
し
て
折
り
合
い
が
合
わ
ず

裁
判
所
の
調
停
に
持
ち
込
ま
れ
、

２
８
０
５
万
円
を
支
払
う
調
停

を
受
け
入
れ
る
議
案
を
道
議
会

に
提
案
を
し
ま
し
た
。

未
契
約
で
イ
ベ
ン
ト
実
施

こ
の
問
題
で
は
、
制
作
会
社

か
ら
当
初
予
算
を
大
幅
に
上
回

る
経
費
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
①
な
ぜ
合
意
に

至
ら
ぬ
ま
ま
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
の
か
、
②
な
ぜ
契
約
書

を
交
わ
さ
ず
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
た
の
か
、
③
な
ぜ
実
行
委
員

会
長
ら
に
予
算
超
過
の
報
告
を

し
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
改
め
て
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
熟
慮
を
重
ね
た

結
果
、
調
停
案
に
関
す
る
議
案

に
は
賛
成
を
し
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
、
知
事
や
幹
部
職
員
の

責
任
の
あ
り
方
や
問
題
点
の
解

明
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
、
公
金
の

取
り
扱
い
に
は
厳
格
さ
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
そ
の
原
則
と
基
本
を
怠
っ

た
こ
と
が
問
題
の
根
底
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
補
正
は
277
億
円

北
海
道
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
と
医

療
提
供
体
制
の
強
化
、
道
内
経

済
や
道
民
生
活
へ
の
影
響
緩
和

対
策
と
し
て
、
25
日
の
最
終
日

に
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
16
億
円
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
２
６

１
億
円
、
合
わ
せ
て
約
２
７
７

億
円
の
補
正
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。一

方
、
外
国
客
の
減
少
や
休

校
に
伴
う
雇
用
や
所
得
の
低
下
、

さ
ら
に
は
自
粛
な
ど
の
影
響
に

よ
る
厳
し
い
経
済
対
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
政
府
に
お
い
て
補

正
予
算
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
臨
時
議
会
な
ど

で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
ウ
ポ
ポ
イ
開
設
を
契
機
と
す

る
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る

決
議
●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
●
中
高
年
の
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援

と
対
策
を
求
め
る
意
見
書
●
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

第
１
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
27
日
～
３
月
25
日
）

第１回定例会で可決された令和元年度予算
単位：千円

一 般 会 計 特 別 会 計 合 計

既決予算額 2,877,133,642 1,146,233,354 4,023,366,996

冒頭補正額 156,063,801 0 156,063,801

最終補正額 △ 54,336,800 2,402,808 △ 51,933,992

コロナ補正額 1,619,004 0 1,619,004

合 計 2,980,479,647 1,148,636,162 4,129,115,809

第１回定例会で可決された令和２年度予算
単位：千円

一 般 会 計 特 別 会 計 合 計

当初予算額 2,820,093,185 1,112,048,152 3,932,141,337

コロナ補正額 26,115,289 0 26,115,289

合 計 2,846,208,474 1,112,048,152 3,958,256,626
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

↑
環
境
生
活
委
員
会
で
広
島
原
爆

ド
ー
ム
を
視
察
（
１
月
23
日
）

↓
士
別
地
区
連
合
会
定
期
総
会
で

あ
い
さ
つ
（
１
月
23
日
）

和寒町農民連盟定期総会（２月３日）

道北歌謡研究会新年交礼会（１月 1９日） 連合上川地協旗開きでの鏡開き（１月９日）

恒例の国政道政市政新春街頭報告会（１月２日）

士別市消防出初式であいさつ（１月６日）北海道林業人新年交礼会（１月７日）

剣淵農民連盟定期総会（２月 17 日）

名寄駐屯地新年交礼会であいさつ（１月５日）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
５
日
【
占
冠
消
防
出
初
式
】

▼
今
日
は
占
冠
消
防
の
出
初
式

に
参
列
▼
朝
早
く
に
自
宅
を
出

発
し
占
冠
に
向
か
う
。
そ
ん
な

に
雪
も
降
っ
て
お
ら
ず
、
順
調

に
３
時
間
ほ
ど
で
到
着
▼
こ
の

よ
う
な
状
況
で
の
占
冠
消
防
の

出
初
式
で
は
、
35
名
の
職
団
員

が
き
び
き
び
し
た
整
列
に
始
ま

り
、
式
典
で
は
永
年
勤
続
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
隊
員
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
訓
練

を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
安
全

安
心
を
確
保
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
１
月
25
日
【
Ｊ
Ｒ
労
組-

団
結

大
運
動
会
】
▼
今
日
午
前
に
は
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
宗
谷
支
部

（
谷
川
明
宏
執
行
委
員
長
）
の

「
団
結
！
大
運
動
会
２
０
２
０
」

に
参
加
し
た
▼
今
年
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
路
線
維
持
問
題
の
正

念
場
。
新
た
な
支
援
の
あ
り
方

を
求
め
る
た
め
に
も
組
合
員
が

一
致
団
結
す
る
事
が
大
事
だ
。

大
運
動
会
で
い
い
汗
を
流
し
、

鉄
路
を
残
す
た
め
の
団
結
を
確

認
で
き
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
１
月
26
日
【
士
別
農
連-

定
期

総
会
】
▼
今
日
は
、
士
別
農
民
連

盟
（
沼
舘
初
男
執
行
委
員
長
）
の

第
72
回
定
期
総
会
に
出
席
。
総

会
の
冒
頭
、
沼
舘
委
員
長
か
ら

は
「
農
連
運
動
は
、
価
格
闘
争
か

ら
政
策
提
言
運
動
に
変
わ
っ
て

き
た
。
だ
か
ら
政
治
と
の
関
わ

り
は
強
く
な
っ
て
お
り
、
選
挙

闘
争
も
重
要
な
課
題
だ
」
と
、
農

連
と
政
治
闘
争
の
関
連
性
を
話

さ
れ
、「
拙
速
な
日
米
貿
易
協
定

に
抗
議
す
る
特
別
決
議
」
を
採

択
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
１
月
31
日
【
現
地
監
査
in
釧

路
】
▼
今
日
は
釧
路
市
で
の
現

地
監
査
日
で
あ
る
。
ま
ず
は
釧

路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
を

訪
問
。
会
社
概
要
と
採
炭
状
況

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
現
地
の

採
炭
現
場
に
は
時
間
の
関
係
で

行
け
な
か
っ
た
が
、
坑
道
に
降

り
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
は
乗
せ

て
い
た
だ
い
た
▼
視
察
後
は
釧

路
総
合
振
興
局
に
移
動
し
、
振

興
局
長
か
ら
釧
路
管
内
の
概
況

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
の
監
査

で
は
、
指
摘
事
項
を
数
点
お
話

し
、
改
善
を
求
め
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
２
月
14
日
【
士
別
市
消
防
協-

40
周
年
】
▼
今
日
の
夜
に
は
、
士

別
市
消
防
職
員
協
議
会
（
鈴
木

哲
志
会
長
）
の
結
成
40
周
年
記

念
式
典
及
び
祝
賀
会
に
出
席
。

消
防
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
々

住
民
の
安
全
安
心
及
び
生
命
財

産
を
守
っ
て
お
り
、
今
後
の
労

働
環
境
の
整
備
と
消
防
資
機
材

の
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
後
懇

談
を
図
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
ど
う
か
佐
川
さ
ん
、
改
ざ
ん

の
経
緯
を
、
本
当
の
こ
と
を
話
し

て
」
…
。「
森
友
学
園
」
の
国
有
地

売
却
問
題
を
担
当
し
て
い
た
元

近
畿
財
務
局
に
勤
務
す
る
赤
木

俊
夫
さ
ん
が
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
た
の
は
、
佐
川
宣
寿
元
国
税
庁

長
官
の
指
示
で
決
裁
文
書
改
ざ

ん
を
強
制
さ
れ
精
神
的
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
た
め
と
し
て
、
赤
木

さ
ん
の
妻
が
国
と
佐
川
氏
に
損

害
賠
償
を
求
め
て
大
阪
地
裁
に

提
訴
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
も
な

お
、
安
倍
総
理
や
麻
生
大
臣
は
、

再
調
査
の
考
え
は
な
い
と
い
う

▼
北
海
道
で
も
２
年
前
、
北
海
道

命
名
150
年
と
い
う
節
目
に
、
当
時

の
高
橋
知
事
が
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
指
示
。
担
当
者
は
、
責
任
感
に

加
え
、
前
知
事
の
肝
い
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
制
作

運
営
会
社
と
の
契
約
を
行
わ
ず

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
ト
ッ
プ

の
発
言
は
絶
対
と
い
う
雰
囲
気

が
そ
の
行
為
を
行
わ
せ
た
の
で

は
な
い
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

当
時
の
知
事
と
し
て
も
そ
の
責

任
の
一
端
は
あ
る
と
思
う
の
は
、

私
だ
け
で
な
い
と
思
う
が
…
。

（
ゆ
う
こ
う
）

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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占冠消防出初式であいさつ

ＪＲ北海道労組宗谷支部の大運動会

士別農民連盟の定期総会であいさつ

現地監査で釧路コールマインを視察士別消防協 40 周年記念式典であいさつ


